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Ⅰ ファンドの運用状況

１.

(1)資産内訳 （百万円未満切捨て）

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比
百万円 % 百万円 % 百万円 %

(2)設定・交換実績 （千口未満切捨て）

千口 千口 千口 千口

(3)基準価額
口当り基準価額

百万円 百万円 百万円 円

２．会計方針の変更
① 会計基準等の改正に伴う変更 有・無
② ①以外の変更 有・無
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(98.8)

2,871,124
平成28年1月中間期

平成27年7月期 2,667,174
148,594
161,179203,950

2,767,0903,106,581 339,491

平成28年1月中間期 1,654,792

総資産
（①）

負債
（②）

438,923

平成28年7月期　中間決算短信 （平成27年7月11日～平成28年1月10日）

(1.8)
(1.2)30,982

当中間計算期間末
発行済口数
（①+②-③）

2,767,090
2,667,174 (100)

現金・預金・その他の資産
（負債控除後）

主要投資資産 合計（純資産）

2,636,191平成27年7月期

前計算期間末
発行済口数（①）

設定口数（②）

2,715,977平成28年1月中間期 (98.2)

株式

平成28年1月中間期の運用状況　(平成27年7月11日～平成28年1月10日)

東証

（（③/当中間計算期間末（前計算期末）
発行済口数）×100)

231,529 1,862,186

100

(100)51,112

交換口数（③）

純資産
（③(①-②))
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Ⅱ 中間財務諸表等

ＴＯＰＩＸ連動型上場投資信託

（１）【中間貸借対照表】

（単位：円）

第 14期

(平成 27年 7月 10 日現在)

第 15 期中間計算期間末

(平成 28年 1 月 10 日現在)

資産の部

流動資産

コール・ローン 226,998,091,650 380,333,541,022

株式 2,636,191,663,510 2,715,977,520,790

未収入金 - 234,473,550

未収配当金 2,492,828,872 3,584,615,607

未収利息 131,499 1,637,878

その他未収収益 23,333,310 29,608,150

差入委託証拠金 5,418,385,000 6,420,585,000

流動資産合計 2,871,124,433,841 3,106,581,981,997

資産合計 2,871,124,433,841 3,106,581,981,997

負債の部

流動負債

派生商品評価勘定 1,412,370,270 4,908,695,720

未払金 1,823,830,856 312,663,590

未払収益分配金 38,060,226,580 -

未払受託者報酬 555,406,735 669,504,477

未払委託者報酬 1,073,917,755 1,284,222,309

未払利息 1,310,428 2,958,291

有価証券貸借取引受入金 160,624,163,741 332,051,237,972

その他未払費用 399,038,962 262,586,965

流動負債合計 203,950,265,327 339,491,869,324

負債合計 203,950,265,327 339,491,869,324

純資産の部

元本等

元本 2,068,490,575,000 2,327,732,672,500

剰余金

中間剰余金又は中間欠損金（△） 598,683,593,514 439,357,440,173

（分配準備積立金） 76,888,131 76,888,131

元本等合計 2,667,174,168,514 2,767,090,112,673

純資産合計 2,667,174,168,514 2,767,090,112,673

負債純資産合計 2,871,124,433,841 3,106,581,981,997

（２）【中間損益及び剰余金計算書】

（単位：円）

第 14 期中間計算期間

自 平成 26 年 7月 11 日

至 平成 27 年 1月 10 日

第 15 期中間計算期間

自 平成 27 年 7月 11 日

至 平成 28 年 1月 10 日

営業収益
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受取配当金 16,592,019,069 26,192,821,020

受取利息 41,586,563 70,361,439

有価証券売買等損益 169,454,367,853 △249,427,516,647

派生商品取引等損益 2,796,127,338 △2,403,892,595

その他収益 341,589,293 512,704,000

営業収益合計 189,225,690,116 △225,055,522,783

営業費用

支払利息 24,563,023 37,843,414

受託者報酬 438,826,532 669,504,477

委託者報酬 838,187,115 1,284,222,309

その他費用 191,698,116 255,562,547

営業費用合計 1,493,274,786 2,247,132,747

営業利益又は営業損失（△） 187,732,415,330 △227,302,655,530

経常利益又は経常損失（△） 187,732,415,330 △227,302,655,530

中間純利益又は中間純損失（△） 187,732,415,330 △227,302,655,530

一部交換に伴う中間純利益金額の分配額又は一部交

換に伴う中間純損失金額の分配額（△）
- -

期首剰余金又は期首欠損金（△） 36,196,876,975 598,683,593,514

剰余金増加額又は欠損金減少額 27,013,216,805 132,812,372,269

中間追加信託に伴う剰余金増加額又は欠損金減

少額
27,013,216,805 132,812,372,269

剰余金減少額又は欠損金増加額 26,720,774,410 64,835,870,080

中間一部交換に伴う剰余金減少額又は欠損金増

加額
26,720,774,410 64,835,870,080

分配金 - -

中間剰余金又は中間欠損金（△） 224,221,734,700 439,357,440,173

（３）【中間注記表】

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１.運用資産の評価基準及び評価方法 株式

原則として時価で評価しております。

時価評価にあたっては、市場価格のある有価証券についてはその最終相場(計算日

に最終相場のない場合には、直近の日の最終相場)で評価しております。

先物取引

取引所の発表する計算日の清算値段を用いております。

２.費用・収益の計上基準 受取配当金

受取配当金は、原則として配当落ち日において、確定配当金額又は予想配当金額を

計上しております。

有価証券売買等損益

約定日基準で計上しております。

派生商品取引等損益

約定日基準で計上しております。

３.金融商品の時価等に関する事項の補

足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理

的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては一定の前提条

件等を採用しているため、異なる前提条件等によった場合、当該価額が異なること

もあります。

また、デリバティブ取引に関する契約額等は、あくまでもデリバティブ取引におけ

る名目的な契約額または計算上の想定元本であり、当該金額自体がデリバティブ取

引の市場リスクの大きさを示すものではありません。

４.その他 当ファンドの中間計算期間は、平成 27 年 7 月 11 日から平成 28 年 1 月 10 日まで

となっております。

（中間貸借対照表に関する注記）

第 14期 第 15 期中間計算期間末
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平成 27年 7月 10 日現在 平成 28 年 1 月 10 日現在

１. 計算期間の末日における受益権の総数 １. 中間計算期間の末日における受益権の総数

1,654,792,460 口 1,862,186,138 口

２. 計算期間の末日における 1単位当たりの純資産の額 ２. 中間計算期間の末日における 1単位当たりの純資産の

額

1口当たり純資産額 1,611.79 円 1 口当たり純資産額 1,485.94 円

(100 口当たり純資産額) (161,179 円) (100 口当たり純資産額) (148,594 円)

３. 有価証券の消費貸借契約により貸し付けた有価証券 ３. 有価証券の消費貸借契約により貸し付けた有価証券

152,262,058,750 円 307,571,718,780 円

（金融商品に関する注記）

金融商品の時価等に関する事項

第 14期

平成 27年 7月 10 日現在

第 15 期中間計算期間末

平成 28 年 1 月 10 日現在

１．貸借対照表計上額、時価及び差額 １．中間貸借対照表計上額、時価及び差額

貸借対照表上の金融商品は原則としてすべて時価で評価し

ているため、貸借対照表計上額と時価との差額はありませ

ん。

中間貸借対照表上の金融商品は原則としてすべて時価で評

価しているため、中間貸借対照表計上額と時価との差額は

ありません。

２．時価の算定方法 ２．時価の算定方法

株式

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）に記載して

おります。

派生商品評価勘定

デリバティブ取引については、（その他の注記）の ２

デリバティブ取引関係に記載しております。

コール・ローン等の金銭債権及び金銭債務

これらの科目は短期間で決済されるため、帳簿価額は時

価と近似していることから、当該帳簿価額を時価としてお

ります。

株式

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）に記載して

おります。

派生商品評価勘定

デリバティブ取引については、（その他の注記）の ２

デリバティブ取引関係に記載しております。

コール・ローン等の金銭債権及び金銭債務

これらの科目は短期間で決済されるため、帳簿価額は時

価と近似していることから、当該帳簿価額を時価としてお

ります。

（その他の注記）

１ 元本の移動

第 14期

自 平成 26 年 7月 11 日

至 平成 27 年 7月 10 日

第 15 期中間計算期間

自 平成27 年 7月 11 日

至 平成28 年 1月 10 日

期首元本額 1,626,528,280,000 円期首元本額 2,068,490,575,000 円

期中追加設定元本額 794,812,750,000 円期中追加設定元本額 548,653,875,000 円

期中一部交換元本額 352,850,455,000 円期中一部交換元本額 289,411,777,500 円

２ デリバティブ取引関係

デリバティブ取引の契約額等、時価及び評価損益

種類

第 14期(平成 27年 7 月 10日現在) 第 15期中間計算期間末(平成 28年 1 月 10 日現在)

契約額等（円）

時価（円） 評価損益（円）

契約額等（円）

時価（円） 評価損益（円）うち 1 年

超

うち 1 年

超

市場取引

株価指数先物取引

買建 32,327,200,000 － 30,915,775,000 △1,412,370,270 55,841,385,000 － 50,934,400,000 △4,908,695,720

合計 32,327,200,000 － 30,915,775,000 △1,412,370,270 55,841,385,000 － 50,934,400,000 △4,908,695,720

（注）時価の算定方法

１先物取引

国内先物取引について

先物の評価においては、取引所の発表する計算日の清算値段を用いております。

※上記取引でヘッジ会計が適用されているものはございません。


